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e：　一ラ彗星の雄和こアンドロメダ流星群
紀伊　小論孝二郎
　　　　　　　　（1）　ビ剛ラ巨星（Biela’s　Comet）の歴史
　1772年3月8日フランス國Limoges市に佳むMontagueは小望遠鏡にて
長さ4ノの尾を持つ微小な彗星を獲見した．この彗星は肉眼のものこならす
．撒回Paris天文毫に観測されたが，其後視界を去つk．これかビーラ彗星
ε稽せられるものの最初の出現である．1805年11月10日Ponsは一彗星を
二見したが，それは一t月間も（旧い月光の中でさへ）肉眼で見るこSが
出來t．彗星は核を持ち，髪部の直径は11月23日には6分乃至7分であっ
・た．1826年2月27日爽入Von　Bielaは彗星を三見し，自己の名前をそれ
に附した．しかし一・度軌道が計算されるNS，それは軍に1772年及び1805年
の彗星の再現なるこεを知り得た．
　軌道の離心率は0．76で，週期は僅か6年である．遠日黒占附近では米星の
軌道に近くて，且傾斜は僅か13。であるので木星の爲の囁動は甚だ大きい．
ユ832年の回蹄の豫想はSalltil．li，　Damoiseau，及びOlbersに依って計叢さ
れた．Olbersは同年の12月3日頃彗星しの核は地球軌道の34000キロ以内に
肉迫すべ『き事を指示した．これは地球そのものに依る囁動がその軌道を大
いに愛化し得るこミを意味するこεになる．
　1832年彗星が太陽に近づくや，三門の如く，地球軌道に突進し來り：．っ
の天醒が，衝突するのではなからうかεの懸念さへ人々の間に生じた．實
際には地球がその黙に達するr月前に彗星は通過しナニ．1839年の近日鮎通
過の場合は彗星は太陽の背後にあって獲見するに至らなかつナこ。1846年の
近日黒樋過は2月11日ミ計算されたが位置が甚だ好都合である爲め多大の
期待を以て待ナこれた．前年たる1845年11月28日早くもP一マでDe　Vico
が嚢除したが，12月29日にはYaleのHerrick及：Bradleyは彗星の傍に一
小伸彗星を見た．
　攣化は急激に起って來た．件彗星は膨大し，ついに爾彗星は尾を生する
14 b’　一一ラ彗星の崩壊亡アンドロメダ流星爵　（小鼠孝二郎）
に至った．つぎに俘彗星は二本の尾をあらはして來ナこ．更に主彗星は頭部
の形を攣じ，其核は分裂し，つS“Q・て爾彗星の間に弧状の光が連鎖せる
のを認めた．2月に入って外野i星の光輝は喰大し，三個の尾が原彗星より
生じ，核の周園には片戸の彗星歌の断片が見られた．三月末に至って件彗
星は世界を去り四月末には主彗星も濡失した．1852年の回雪は熱望を以っ
て迎へられたが，出現した彗星は至って微小のもので距離はi70萬キロ以
上距ってみた．光度に異常の憂化があり何れが1845年の時の主彗星なるか
を判定し得なかった．軌道を計算されるE，何れもが1845年の回編なるこ
こを満足した，1866年の近日黙通過の時はその位置が甚だ好都合であって，，
注意深く捜索されたが燧に何物をも二見し得なかった．其後現在に至るま
で出現は見られない．
　　　　　　　　　　（2）流星に關する最初の記録
　ピーラ彗星ミの關係を豫想し得る最初の流星雨は多分1741年のものであ
らうε思はれる．次に1867年までの流星雨出現の表をつくれば
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　1867年Weiss及d’Arrestは数日の差でアンドロメダ流星群がビーラ彗・
星の軌道上を辿れるものなりEの獲表しナこ．d’Arrestは1798年から1838年
までに彗星が6回の完全なる附場をなしたる事を指摘し，1878年12月6巳
に他の流星雨あるこミを豫言したが，それは起らなかった．
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　　　　　　　　（5）彗星との關係に於けるWeissの謹明
其後weissは再びこの問題を取扱ひ，　Habbardの算出したる彗星の三回
の二四に封了する軌道要素より，これに件ひて出現すべき流星の輻射黒日を
導いナこ．帥ち
?
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　平字be　一見してわかる通り，昇交貼の黄経は急激な減少を示してみる・
換言すれば交黒樋門の日付が次第に早くなって來る事を示してみる．輻射
貼も軌道要素の憂化にしたがって位置を愛する事は勿論である．髪に於て
WeissはBielids（アンド・メダ流星群の別樗）を確定する爲，逝星雨の日
付を調査すれば，LeonidsについてAdamsが行った如く，遊星による永
年的攣化を見出し得やうε述べtc，1838年に於ける流星輻射二丁より誘導し
た軌道は，1852年の彗星軌道よりも1カ2年のものによく満足する．彼は此
の事實より若し彗星の二つの核が地球よりあまり離れないならば，1852年
には十一月に交黙を通過したる爲，流星現象を捕ふる機會は1872年或ひは
1879手に於て，12月6日でなくII月28日頃に與へるだらうざ思った，彼は
亦，Pogsonによって導かれた1818年の彗星の要素（甚だ不確ではあるが）
はBiela彗星に甚だ類似してみる事を指摘したが，これは近日馳通過の時
日から数世紀前に投ぜられた一破片こするのが當然であらう．
　A．S．　Herschelは上述の論読：を基εして，1872年及び1873年に於て11月
半末野及び12月の初雪（特に4日及び7日’）に流星雨の出現を豫期し観測
者に之が観測を奨めた．
　　　　　　　　　　　　（4）　1872宰の大流星雨
　1872年11月27日Weissの豫告は見事に適中し，素晴しい大流星雨が出
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現した．New　Haven（米里Connecticut州にある）のNewtonは11月24日
早くも流星雨の開始を認めたが此時夜牟前に250個の流星を目撃しナこ．
1望月27日はアメリカよCOも華華に於て大流星雨が認められた．例へば
Green　wichの一観欝欝に依って撒へられたる撒は，午後5時30分より11時
50分までに10，579個に達した．Nattingham　O）近傍にて，　E　J・Loweは5時
50分から10時30分までに14，665個を観取しfこ．イタリーのMoncalieriにて
は，P．　E　Denza及び共同者3名によって6時0分より12時30分までに
33，400個を数へられた．これに依って，出現率を察知し得やう．
　流星雨が終了するや，Klinkerfues（同声に居たる）は，若しこの流星雨
を彗星の主艦の地球を通過したるものξすれば，彗星は輻射瓢の反i封の鮎
に出現すべきものξ信じ，印度Madrasに於けるPogsonに“B｛ela彗星が
11月27日地球に甲羅しナこ．θ一Centauriの近傍を艘乗せよ”ご報じk．　Pogson
はこの報により直ちに捜索を開始し，示さた方向に一個の彗星を見出した．
其の彗星は相つ“〈二朝見られttが，爾朝Eも明瞭なる核を持ち長さ8ノの
尾を出してみた．其後は雲及雨の襲來の軽め，ついに見失ってしまった．
これがBiela彗星の軌道を辿る彗星の最後の齪望である．　NewtOnの意見
に随へば，上記の彗星は1852年に出現したる彗星の一片ではないらしく，
恐らく今世紀前に多出された一破片であるらしい．
　　　　　　　　　　　　（5）　1885年の大流星雨
　次に起つナこ大流星雨は1885年11月27日であっナこ．この日，P．　F．　Denza
は午後6時より10時8分までの間に2入乃至4人の観測者ミ與に39546個
の流星を観測した，彼は4入のものが連綾して観測したならば62．300個を
撒へ得べしミ推算：した．Captain　D．　Wilson－Barberは東経6DO，北緯25。の
海上にて，9時30分より10時までの問に，一分間約600個乃至1000個の割
に流星があっナこ事を報告してみる．1886年H，A．　Newtonはこの流星雨の
諸観測を集めて，結果に書する重要な論文を獲表した．彼の結論にしたが
へば，
　1．　室全部が一門鮎より観測し得るものεすれば，流星は一時問七萬五
　　　千個の割に点したであらうこ．
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　工工　流星の流の最も濃密な所は，厚さに於て170．000キロ以上はなかった，
　工1工圭要流星雨は6時間は機回しなかつナこ．
　IV．最も濃密な個所にては一二34キロの立方禮に一個の流星のあっナこ事．
　V．輻射鮎は数度に：亙る程の面積のあっナこ事．
等である・
　90個の輻射鮎のZF均ミして・＝24。．54；δ購十44．．74を與へてるる．
　　　　　　　　（6）1892年の流星繭と其の後の出現油壷
　次の流星雨は1892年11月23日目出現したが，甚だ凋落したものであった．
H．A．　NewtOnの意見にしたがへば毎分6個こ云ふのが最も多数の様に思
はれろ．11月27点しもメキシコに於ける網入の族行者により甚だ多撒の流
星を報告されたが，この回蹄が1872年及び1885年忌ものよりつつε下火の
ものであっナこ事は甚だ明瞭である．
　次の回蹄に當る1899年には11月24日アメリカ及びヨーvッパに：更に小な
る流星雨が出現した．出現の程度はウt一ン，Vienna市に於て毎時90個，
プリンストンPrinceton．市に湿て毎分2個乃至3個ご報じてみる，ウ
n一ンにては次の夜も可成の籔が現れた．Princeton　に於に決定されナこ
輻鵬は一・30，・一＋・・÷であっt・・b・，然灘が2・乃劉鹸を
有してゐナこ．この時の流星雨についてW．F．　Denningは「地球は流星群
の軌道の極く端を通過したものであって，母彗星の残津に甚だ近い部分に
遭遇するらしい．1995年の11月17日或ひは18日目於て美はしい流星雨の
回蹄があるここを豫期せよ」ご述べてみる．米國の流星天文家たるP，C．
Olivierは二時Virginiaに於て此流星雨を観測して2時間の間に75個の流星
を記録しナこ．それによるξ流星は一般に微小であって，純路は短いもので
あり，決定された輻射黒占は可成廣い面積に瓦ってみたミ．
　1899年より現今まで此流星群の出現三態は至って寡少のもので，時には
輻射鮎の決定さへ危ぶまれる程度である．遊星の此流星群に及ぼした撮動
は軌道を大いに憂ぜしめ，流星團を非常に籏散させkものであらう．しt
かつて未來の目録を回想する事は殆んε無意味に思はれる．
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　　　　　　　　　（7）　Biela彗星及び流星群の軌道要素
　Bie】a彗星は1841－2年頃木星に甚だ接近した爲其前後の軌道は甚だしい
差異があり．從って流星群の輻射鮎も其位置を異にする事εなる．これ等
に卜する事柄はこxには避けて，1885年に於けるDenningの輻射黒占より
誘導した軌道E，Biela彗星一木星の大冊動を受けナこ後のもの一の要素ミ
を抽出しやう．流星群の御筆軌道はS．丁．Corriganの計算したものである．
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　流星群の楕圓軌道は離心傘を彗星の離心率に等しき値をεるものミ假定
して計算されてみる．相封速度ミは流星．群の地球に封ずる速度である．上
記の値：により爾要素の酷似してみるこεがわかる．
　　　　　　　　　（8）アンドロメ憂流星爾とMeteorite
　Far血gtonに依れば十一月中に落ちた者εされてみる限石は二十三個，
十二月中に落下したものミされてみるものは二十個ミ護表してみる．計四
十三個の中十一個は十一・月の末9日間に落ち，七個は十二月の最初の七日
間に落ちたものであるらしい．この藪はこの流星雨の見得べき時間中のも
のEしては多すぎる．これ等の険石の全部が此の流星雨に關するものであ
るミは考へられないが其の中のあるものは歩歩のあるものであるミ考ふる
事は無理では無からう．
　時日の上から確かに此流星雨のものε考へられるものに，1885年11月27
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日北米メキシコに落ちナこMazapilの隣石ε云ふものがある，銑に記した襟
に1885年11月27日ξは大流星雨の回卜した其日である．落下したのは午後
九時頃，面諭はMazapilの東方13kmの農場である．これについては農
場の主人であったSr．　Milaresが記してみる．彼は當時の流星雨を見てゐナこ
にかXはらす，不幸にもこの論弁の落下現象は見られす落下後認めナこので
あるが｛隻見壮時は，まだ光を心する程度の高熱をもつてみた．重量は3864
gramで，深さ30cmの穴をあけた．同國Zacatecas天文皇のBonilla教
授は五日の後其地に出張し詳細な記録をつくつナこ．
　　　　　　　　　　　　　（9）結　　　尾
　以上で一通り此流星雨の由來を蓮べたのであるが，前にものべナこ通り現
在此流星群に属する流星は甚だ少く一時間に藪個の割合にすら出現するこ
εはない襟である．筆者も前後三回程これが観測をしtこミがあるが何れ
の時も，殆んさ認められなかった様な次第である．
　從ってこの流星群は老年期の流星群こ呼ぶより，殆んさ死滅に近いもの
ε考へる方がよいかも知れない．しかし，此後猫藪年乃至鰍十年の問に全
く出現か停止するご考へる事は不二であるから，流星観測の経験ある方は，
流星群の出現歌態より，如何に凋落しずこかを確める高め観測するこミも意
義があらう．（1929．6．5）
十一月は流星の多W月です
　侮年十一月Σいふ月は，夜の室に美しい流星が多く飛ぶ月です．上旬に
は羊，牛，オリオン等の星座から，又，中旬には獅子座や羊座から飛び，下
旬には，アンドロメ座から飛びます．一此等の流星は，其の出現の時刻，
天海上の経路，色，光度，遽さな曹．何でも研究に必要な事項を報告して
下さるε，大に歓びます．報告のあて名は
　和歌山縣有田郡金屋　小歯面二郎方　天文同好會観測部流星課
に願ひます．
